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協
賛
・
石
川
島
重
工
業
株
式
会
社

全_二

善
一
ら
ど
新
生
活
の
渡
が
河
ち
よ
せ
て
い
る
．

こ
う
し
た
新
し
い
工
湯
の
従
業
員
の
鳧
び
や
悩
み
を
、
正
面
か
ら
満
く
の
で
ば
暮
し
に
．
土
睡

日
の
午
後
か
ら
月
遜
日
の
朝
孟
く
っ
き
り
或
る
日
旺
日
を
中
心
厚
一
斑
長
（
お
や
じ
）
家
族

の
死
び
や
悩
み
を
。
ユ
ウ
ー
セ
ラ
ズ
に
描
い
て
。
雌
大
さ
現
術
の
工
場
従
堂
否
頁
や
そ
の
家
族
煙
明
る

い
笑
い
と
し
み
じ
み
と
し
に
共
感
を
き
チ
ご
っ
の
が
・
二
の
映
画
２
ヨ
的
で
あ
る
．

今
日
の
工
場
従
業
員
日
も
ち
ろ
ん
そ
の
生
憲
一
卜
ふ
れ
た
い
と
恩
一
つ
農
村
の
人
び
と
厚
も
導
董

生
徒
に
も
、
青
年
に
も
．
ひ
ろ
く
ど
の
映
画
を
お
す
す
め
し
た
い
。
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症
巽
蕊
鶉
鴎
繩
蒲
註
謬
剛
鯛
誌
蕊
剰
噸
諏
射
衷
畉

め
て
・
班
長
の
エ
野
が
皆
の
繪
料
を
受
頭
り
に
か
ょ
く
未
た
寄
席
尼
っ
に
。

行
き
か
け
る
と
が
ラ
／
か
、
と
拭
料
の
落
ち
二
人
凶
揃
快
感
落
語
と
賑
や
か
ら
客
の
笑
〃桜

尋
昔
Ｉ
眼
を
小
前
ぞ
い
る
部
下
の
神
田
の
不
い
の
中
軍
娘
庭
ら
の
婚
詞
に
つ
い
ご
ポ
ッ
リ

主
意
だ
っ
た
。
ポ
ッ
リ
と
話
合
っ
た
。
神
田
色
見
込
み
の
あ
る

近
江
班
ひ
つ
感
、
ば
ん
と
一
つ
Ｅ
貞
瘍
者
が
出
奴
だ
と
巨
恵
っ
て
い
た
爪
、
娘
を
現
場
の
人
間

た
、
小
山
と
い
う
年
輩
言
で
、
夫
婦
げ
ん
か
で
に
や
る
一
つ
と
ｇ
エ
野
感
考
え
ご
い
ぢ
か
つ
た
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妻
が
重
傷
煽
り
藻
庭
が
ご
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つ
い
て
い
た
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も
、
眼
噴
ブ
ー
ブ
、
》
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ヘ
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が
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と

れ
を
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と
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ボ
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て
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と
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る
押
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が
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に
ほ
っ
て
き
た
．
し
か
し
、
二
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が
寄
扇
を
出
て
深
貢
の
勝
子

エ
野
感
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宙
を
き
そ
っ
て
、
翁
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冒
で
賑
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開
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を
護
っ
て
帰
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→
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ろ
一
吟
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貧
し
く
と
も

趣
生
協
の
売
店
で
一
杯
や
り
感
が
ら
、
神
珂
の
悔
の
な
い
っ
た
自
介
た
ち
の
結
婚
に
ひ
き
く
ら
と

悩
み
を
聞
い
た
。
神
田
ば
逝
く
ブ
乏
一
シ
ル
の
分
｛
へ
て
眼
と
神
田
も
き
び
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い
現
実
に
打
ち
鰐
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ｇ
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か
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で
い
た
。
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』
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野
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画
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ず
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ば
あ
炉
羅
当
り
ざ
向
説
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を
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た
も
の
だ
っ
厚
神
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げ
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を
世
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の
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前
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と
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野
も
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よ
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に
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れ
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ぅ

れ
雁
自
分
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予
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も
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－
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と
を
い
－
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や
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手
憶
し
倉
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專
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ｇ
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す
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蹴
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憾
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友
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っ
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節
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三
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．
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友
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